
福
祉
の
仕
事
心
魅
力
を
広
い
世
代
に

伝
え
る
た
め
、
福
祉
施
設
で
働
く
若
者

の

｜　 ．|

戸 二）

１
回
は
ｌ

を
紹
介
す
ら
ヴ
リ
ー
ズ
。

相
模
原
市
立
古
淵
デ
ィ
サ

ビ
Ｋ
Ｕ

タ
ー
」
（

あ
や
め

l　･ ｆ　 ，
” －〃-･
詞 弓

南
区
古
淵
）
モ
慟
く

土
井
綾
女
さ
ん

八３７

と

も
と
ち
と
福
祉

に
は
興
味

を
持

言

い
た
ち

ら
つ
「
年
齢

を
重

怒

五ヽ
ふ
ら
９

柘
で
き
６
仕
事
」
と
、
進
路
と
Ｌ
一
万ヽ
は

考
え
て

い
な
ふ
っ
た
と

い
う
土
井

さ
ん
。

Ｌ

ふ
Ｌ
、
高
校
生

心
時
に
祖
母

を
亡
く

Ｌ
、
祖
父

つ

力 ヽ

け

で

す
る
こ
と

と
同
居
を
始
め
た
こ
と

、
福
祉
心
専
門
学
校
に

を
決
め
た
。

力く

含
進
学

卒
業
と
同
時
に
介
護
福
祉
士
塁
羅

笑
顔
で
仕
事
に
つ
い
て
語
る
土
井
さ
ん

企画／相模原市社会福祉協議会

分が成長できる場所」
相模原市立古淵デイサービスセンター勤務 土井綾女さん

を
舌覆

口入

取
得
。
老
人
保
健
施
設
、
特
別
養

老
人
ホ
ー
ム
を
経
ｒ
、
現
在
に
デ

イ
サ
ー
ビ
入
で
働
い
て
い
６
．
「
福
祉

・
介
護

心
仕
事

筋
モ
す
ご
、
待
遇
に

不
満
を
持
っ
た
こ
と
は

度
柘
な
い

で
す
」
と
微
笑
む
土
井
さ
心
。

在
宅
で
長
く
暮
ら
し
続
け
６
た
め

の
支
援
を
行
う
の
が
デ
ィ
サ
ー
ビ
ユ
。

入
浴
や
食
事
、
リ
（

ビ
リ
の
介
助
な

ど
を
行
っ
て
い
６
．
今
年
ふ
ら
同
施

設

で｀

導

入

さ

れ

た

部

活

制

度

で

は

手
１「

ぶ

部
と
大
正
琴
部
心
顧
問
を
務
め

る
。
大
正
琴
は
施
設
の
利
用
者
ふ
ら

贈
ら
れ
ｒ
、
猛
練
習
を
積
ん
だ
心
だ

と

ふ
。
「
物
だ
け
で
な
く
ｌ　 ｊ

葉
や
気
配

り
な
ど
、
多
く
の
こ
と
を
い
た
だ
け

る
場
所
。
人
と
Ｌ
ｒ

成
長
で
含
心
仕

事
だ
と
思
い
ま
す
」

■
古
淵
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

相
模
原
市
南
区
古
淵
ｑ
Ｇ

ｅ

’

１
１〇
４
２
・
７
６
６
・
８
５
５
５

￥
介
護
正
規
職
員
募
集
中
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